
約
二
年
半
前
に
弊
社
の
約
二
倍

の
規
模
を
持
つ
英
国
の
ピ
ル
キ
ン

ト
ン
と
い
う
ガ
ラ
ス
会
社
を
買
収

し
た
。
買
収
で
売
り
上
げ
が
三
倍

以
上
に
増
え
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
シ
ェ

ア
世
界
一
位
の
会
社
と
並
ぶ
ま
で

に
な
り
、
海
外
売
上
比
率
は
買
収

前
の
一
九
％
か
ら
一
挙
に
七
五
％

に
増
加
し
た
。
生
産
拠
点
は
二
十

九
カ
国
、
販
売
活
動
を
し
て
い
る

の
は
百
三
十
カ
国
に
な
る
。

買
収
一
年
後
に
旧
Ｎ
Ｓ
Ｇ
と
一

体
の
組
織
に
し
た
。
買
収
先
の
会

社
の
社
長
を
最
高
経
営
責
任
者

（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
の
地
位
に
就
け
、
取

締
役
会
は
日
本
人
が
七
人
、
外
国

人
が
五
人
。
本
社
は
東
京
に
置
い

て
い
る
。
組
織
統
一
に
当
た
っ
て

は
適
材
適
所
と
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ

ィ
ス
を
最
も
重
視
し
た
。
ど
の
ポ

ジ
シ
ョ
ン
も
国
籍
に
こ
だ
わ
ら
ず

最
適
な
人
を
選
ぶ
。
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
の
資
質
の
評
価
項
目
に
は
成

果
志
向
、
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
、
戦
略
性
な
ど
五
項
目
を
使
っ

て
い
る
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ

ー
は
こ
れ
で
は
不
十
分
で
、
グ
ロ

ー
バ
ル
感
覚
が
重
要
に
な
る
。
特

に
強
調
し
た
い
の
は
地
域
ご
と
に

最
適
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ス
タ
イ
ル

を
構
築
で
き
る
能
力
で
あ
る
。
そ

れ
と
英
語
力
は
や
は
り
必
要
だ
。

私
見
だ
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
営

と
セ
ミ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
経

営
は
違
う
。
グ
ロ
ー
バ
ル
経
営
で

求
め
ら
れ
る
の
は
、
世
界
の
人
材

を
フ
ル
に
使
う
、
や
る
気
に
さ
せ

る
経
営
。
優
秀
な
現
場
の
人
が
い

な
く
て
も
や
れ
る
標
準
化
を
進

め
、
ロ
ー
カ
ル
を
育
て
任
せ
て
い

く
体
制
や
、
グ
ロ
ー
バ
ル
規
模
で

社
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

る
体
制
な
ど
が
重
要
と
な
る
。

日
本
の
経
営
と
欧
米
の
経
営
の

良
い
点
を
取
り
出
し
て
融
合
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー

ダ
ー
の
責
務
と
な
り
、
そ
の
た
め

に
必
要
な
の
は
、
一
つ
は
長
期
視

点
と
短
期
視
点
の
両
立
。
欧
米
は

投
資
家
が
短
期
の
成
果
を
求
め
、

評
価
が
当
面
の
予
算
中
心
と
な
る

が
、
予
算
必
達
は
日
本
で
も
大
事

だ
。
次
が
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に

対
す
る
考
え
方
。
株
主
、
従
業
員
、

顧
客
の
三
者
の
バ
ラ
ン
ス
が
重
要

と
な
ろ
う
。
三
つ
目
は
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
ス
タ
イ
ル
。
欧
米
は
ト
ッ
プ

に
権
限
が
集
約
さ
れ
日
本
は
比
較

的
任
せ
て
い
く
。
任
せ
ら
れ
る
国

と
任
せ
ら
れ
な
い
国
が
あ
る
の
も

事
実
だ
と
感
じ
て
い
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
経
営
に
お

い
て
は
、
新
し
い

価
値
観
、
目
指
す

べ
き
目
標
を
全
世

界
の
社
員
に
ま
ず

示
す
こ
と
が
大
事

で
、
弊
社
で
も
、

こ
の
考
え
で
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
モ

デ
ル
を
作
っ
て
き
た
。
キ
ャ
リ
ア

プ
ラ
ン
は
自
己
責
任
で
描
く
も
の

だ
と
い
う
観
念
が
ま
だ
日
本
人
に

は
定
着
し
て
い
な
い
。
意
識
の
改

善
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ

う
。

め
、
良
い
仕
事
を
実
現
す
る
こ
と

は
不
可
能
だ
ろ
う
。

自
身
の
こ
と
を
自
分
の
言
葉
で

語
り
、
相
手
の
共
感
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
れ
が
グ
ロ
ー
バ
ル

リ
ー
ダ
ー
と
な
る
た
め
の
第
一
歩

で
あ
り
ゴ
ー
ル
で
あ
る
と
私
は
確

信
し
て
い
る
。

サ
ポ
ー
ト
す
る
。
最
近
は
日
本
や

米
国
か
ら
現
地
へ
電
話
で
の
コ
ー

チ
を
す
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い

る
。グ

ロ
ー
バ
ル
企
業
の
多
く
は
リ

ー
ダ
ー
不
足
を
訴
え
て
い
る
。
海

外
で
の
調
査
だ
が
、
企
業
の
グ
ロ

ー
バ
ル
成
長
に
最
も
重
要
な
要
素

は
何
か
と
い
う
問
い
に
「
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
」
と
答
え
た
方
が
九
〇

％
、
あ
な
た
の
会
社
に
リ
ー
ダ
ー

は
十
分
い
る
か
の
問
い
に
は
「
イ

エ
ス
」
が
五
〇
％
。
国
内
で
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
あ
な
た
の
上
司

は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
十
分
発
揮

し
て
い
る
か
に
は
「
は
い
」
が
三

一
％
、
職
場
で
ど
の
よ
う
な
行
動

に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
感
じ
る
か

に
は
「
メ
ン
バ
ー
に
組
織
の
ビ
ジ

ョ
ン
や
価
値
を
強
く
伝
え
て
い

る
」
が
最
も
多
い
。

ビ
ジ
ョ
ン
を
語
る
、
そ
れ
も
堂

々
と
誇
り
高
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持

っ
て
語
れ
る
人
が
リ
ー
ダ
ー
だ
と

思
う
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
高
い
ビ
ジ

ョ
ン
を
語
る
に
は
、
徹
底
的
に
自

分
を
知
っ
て
、
ウ
オ
ン
ツ
を
明
ら

か
に
し
て
、
表
現
す
る
も
の
を
持

つ
こ
と
が
大
前
提
。
そ
の
人
の
中

に
や
り
た
い
こ
と
が
な
け
れ
ば
伝

わ
ら
な
い
。

す
な
わ
ち
、
時
代
の
潮
流
や
前

任
者
の
影
響
な
ど
に
よ
る
外
部
基

準
を
基
に
す
る
よ
り
も
、「
自
分

は
こ
う
し
た
い
」
と
い
う
リ
ー
ダ

ー
自
身
か
ら
発
せ
ら
れ
る
内
部
基

準
を
ベ
ー
ス
に
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

で
あ
る
こ
と
が
重
要
だ
。

業
績
が
と
て
も
改
善
さ
れ
た
と

回
答
し
た
企
業
の
四
八
％
は
毎
年

「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
コ
ン
ピ
テ

ン
シ
ー
」
を
見
直
し
て
い
た
。
時

代
は
常
に
動
い
て
い
る
。
そ
れ
に

人
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
。
リ
ー
ダ
ー

育
成
に
は
、
継
続
的
で
、
そ
の
人

に
合
っ
た
テ
ー
ラ
ー
メ
ー
ド
の
ア

プ
ロ
ー
チ
が
必
要
だ
ろ
う
。
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
を
受
け
る
こ
と
も
大
事
。
カ

ナ
ダ
の
著
名
な
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ

コ
ー
チ
は
「
リ
ー
ダ
ー
に
と
っ
て

一
番
大
事
な
の
は
、
リ
ー
ダ
ー
と

は
何
か
を
片
時
も
休
ま
ず
に
考
え

続
け
て
い
る
こ
と
」
と
い
う
。
考

え
て
い
る
こ
と
の
軸
を
移
動
さ
せ

る
と
視
点
が
変
わ
る
。
グ
ロ
ー
バ

ル
リ
ー
ダ
ー
に
は
自
在
に
視
点
を

移
動
し
て
い
け
る
力
が
要
求
さ
れ

る
と
思
う
。

グ
ロ
ー
ビ
ス
・
オ
ー
ガ
ニ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
は
、
企
業
の

人
材
育
成
、
組
織
変
革
の
サ
ポ
ー

ト
を
手
が
け
て
お
り
、
東
名
阪
を

中
心
に
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
数
約
二
百

五
十
社
、
研
修
参
加
者
は
年
間
延

べ
一
万
人
以
上
に
上
る
。
私
の
前

職
は
商
社
で
十
四
年
間
一
貫
し
て

海
外
事
業
に
携
わ
っ
て
き
た
。
前

職
・
現
職
双
方
の
経
験
を
踏
ま
え
、

私
の
問
題
意
識
を
お
話
し
す
る
。

各
社
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
の

取
り
組
み
状
況
を
見
る
と
、
語
学

や
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ス
キ
ル
の
習
得
が
圧
倒
的
に
多

い
。
し
か
し
、
私
は
中
途
半
端
な

異
文
化
理
解
は
、
か
え
っ
て
グ
ロ

ー
バ
ル
で
の
日
本
企
業
の
活
躍
を

阻
害
す
る
要
因
に
な
っ
て
い
る
と

見
て
い
る
。
異
文
化
を
意
識
す
る

こ
と
が
心
理
的
な
壁
を
作
り
、
ビ

ジ
ネ
ス
を
行
う
上
で
余
計
な
思
い

込
み
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
だ
。

あ
る
現
地
法
人
の
駐
在
幹
部
の
議

論
の
一
幕
で
は「
中
国
は
特
殊
だ
」

「
ア
メ
リ
カ
人
を
説
得
す
る
の
は

至
難
の
わ
ざ
」「
こ
こ
は
日
本
と

は
違
う
」
と
い
っ
た
枕
詞
（
ま
く

ら
こ
と
ば
）
が
会
話
に
頻
繁
に
出

て
き
た
。
こ
の
枕
詞
は
海
外
で
う

ま
く
い
か
な
い
人
に
共
通
に
見
ら

れ
る
口
癖
だ
。
ビ
ジ
ネ
ス
上
起
き

る
問
題
の
原
因
を
異
文
化
の
せ
い

に
し
、
思
考
が
停
止
す
る
。

私
が
考
え
る
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー

ダ
ー
の
持
つ
べ
き
マ
イ
ン
ド
セ
ッ

ト
は
、
む
し
ろ
「
違
い
の
解
消
に

労
力
を
使
う
」
よ
り
も
、「
共
感

で
き
る
接
点
を
見
い
だ
す
」
こ
と

で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
ど
う
す
る
か
。
ま

ず
は
、
異
国
の
も
の
を
違
う
も
の

と
し
て
と
ら
え
る
心
の
枷（
か
せ
）

を
外
す
こ
と
。
次
に
、
相
手
と
共

感
で
き
る
接
点
作
り
を
す
る
こ
と

で
あ
る
。

ま
ず
、
心
の
枷
を
外
す
と
は
、

問
題
発
生
時
に
そ
の
原
因
を
異
文

化
に
求
め
る
の
で
は
な
く
、
真
因

に
目
を
向
け
る
こ
と
で
あ
る
。
そ

れ
を
可
能
に
す
る
に
は
実
際
の
ビ

ジ
ネ
ス
の
難
所
は
ど
こ
か
を
理
解

す
る
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
海

外
で
は
国
内
よ
り
ビ
ジ
ネ
ス
の
範

囲
が
広
が
る
、
日
本
と
は
異
な
る

事
業
ス
テ
ー
ジ
に
あ
る
、
あ
る
い

は
国
内
よ
り
上
位
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
担
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

等
。
こ
う
し
た
難
所
を
事
前
に
把

握
す
る
こ
と
で
、
思
い
込
み
を
取

り
除
い
て
ビ
ジ
ネ
ス
に
向
か
い
合

う
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

次
に
、
相
手
と
の
共
感
ポ
イ
ン

ト
を
作
る
に
は
、
自
分
の
仕
事
の

価
値
を
自
分
の
言
葉
で
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
や
従
業
員
に
語
れ
る
力
が
求

め
ら
れ
る
。
有
名
な
グ
ロ
ー
バ
ル

企
業
の
幹
部
社
員
で
も
、「
五
年

後
に
ど
ん
な
会
社
に
し
た
い
か
」

「
自
社
が
持
つ
強
み
を
小
学
生
に

も
分
か
る
よ
う
に
説
明
で
き
る

か
」「
仕
事
上
、
ど
ん
な
時
に
ワ

ク
ワ
ク
す
る
か
、
採
用
し
た
い
学

生
さ
ん
に
向
か
っ
て
語
れ
る
か
」

と
い
っ
た
問
い
に
答
え
ら
れ
る
人

は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
こ
れ
で
は

海
外
で
優
秀
な
社
員
を
引
き
と

企
業
の
管
理
職
、
経
営
者
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
向
上
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
仕
事
を
し
て
い
る
。
私
は
大

学
卒
業
後
二
年
間
外
資
系
の
広
告

代
理
店
で
働
い
た
後
、
米
国
の
テ

ネ
シ
ー
州
へ
行
き
、
大
学
院
で
臨

床
心
理
学
を
勉
強
し
た
。帰
国
後
、

一
九
九
七
年
に
日
本
初
の
コ
ー
チ

養
成
機
関
「
コ
ー
チ
・
ト
ゥ
エ
ン

テ
ィ
ワ
ン
」
の
設
立
に
参
画
。
九

八
年
か
ら
法
人
向
け
に
も
コ
ー
チ

ン
グ
を
始
め
、
二
〇
〇
一
年
に
は

企
業
に
特
化
し
た
「
コ
ー
チ
・
エ

ィ
」
を
設
立
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
は

約
百
人
、
う
ち
七
十
人
が
プ
ロ
の

コ
ー
チ
だ
。

私
た
ち
コ
ー
チ
は
、
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
の
方
と
双
方
向
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
交
わ
し
な
が
ら
、

相
手
が
そ
の
人
ら
し
い
「
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
こ
と
」
を

企画・制作＝日本経済新聞社クロスメディア営業局

広告企画

基
調
講
演

Ｔ
Ｈ
Ｋ
は
一
九
七
一
年
設
立
。

機
械
部
品
を
製
造
し
て
お
り
、
Ｌ

Ｍ
ガ
イ
ド
、
直
線
運
動
の
軸
受
け

の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
世
界
市
場

を
切
り
開
い
て
き
た
。
全
売
り
上

げ
の
五
〇
％
以
上
が
特
許
製
品
で

あ
り
、
直
線
運
動
分
野
で
は
日
本

で
七
〇
％
、
世
界
で
五
〇
％
超
の

マ
ー
ケ
ッ
ト
シ
ェ
ア
を
持
っ
て
い

る
。
厳
し
い
時
代
だ
が
、
い
ろ
い

ろ
な
技
術
革
新
が
今
後
進
ん
で
い

く
の
で
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
な
販
売
、
生
産
体

制
を
構
築
し
、
生
産
拠
点
は
日
本

十
二
カ
所
、
海
外
に
九
カ
所
、
現

在
ベ
ト
ナ
ム
に
も
工
場
を
建
設
中

だ
。
海
外
生
産
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
に

近
い
と
こ
ろ
で
製
品
を
つ
く
る
需

要
地
生
産
が
最
適
地
生
産
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
開
発
部
門
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
が
次
の
課
題
に
な

る
。私

の
海
外
出
張
は
多
い
年
は
百

四
十
日
に
も
な
る
が
、
訪
問
し
て

み
て
、
各
国
で
共
通
す
る
部
分
と

違
う
部
分
が
あ
る
。「
良
い
も
の

を
安
く
」
と
い
っ
た
顧
客
サ
イ
ド

の
心
は
各
国
共
通
。
違
う
の
は
言

語
、
文
化
、
慣
習
、
宗
教
、
法
律

な
ど
だ
が
、
お
客
様
サ
イ
ド
の
心

を
持
っ
た
会
社
が
、
ど
こ
の
国
で

も
良
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

Ｔ
Ｈ
Ｋ
が
目
指
す
の
は
、「
世

界
一
の
『
顧
客
の
心
』
を
持
つ
企

業
」
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
で

は
、
現
地
化
す
る
ま
で
に
大
変
大

事
な
こ
と
が
あ
る
と
気
づ
い
た
。

企
業
に
は
存
立
基
盤
と
な
る
企
業

文
化
が
あ
る
。
そ
れ
を
理
解
し
な

い
リ
ー
ダ
ー
が
経
営
を
行
う
と
会

社
は
お
か
し
く
な
る
。
現
地
人
を

登
用
し
実
質
運
営
の
責
任
者
に
据

え
て
、
も
の
の
見
事
に
失
敗
し
た

例
が
あ
る
。
日
本
と
現
地
の
文
化

や
ル
ー
ル
の
違
い
な
ど
、
悪
く
な

っ
た
の
は
日
本
人
が
悪
い
と
決
め

つ
け
ら
れ
た
。

何
も
日
本
の
文
化
を
押
し
つ
け

る
つ
も
り
は
な
い
。
注
意
し
た
い

の
は
日
本
文
化
と
企
業
文
化
が
イ

コ
ー
ル
と
錯
覚
し
、
現
地
の
人
た

ち
に
も
錯
覚
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と

だ
ろ
う
。
モ
ノ
づ
く
り
は
代
々
積

み
上
げ
て
き
た
も
の
が
ベ
ー
ス
に

な
っ
て
い
る
。
そ
の
企
業
文
化
を

現
地
の
中
で
ど
う
マ
ッ
チ
ン
グ
さ

せ
て
い
く
か
が
大
事
だ
と
思
う
。

た
だ
、
企
業
文
化

を
理
解
し
た
上
で
、

変
革
が
必
要
な
ら

ア
ピ
ー
ル
し
、
少

し
ず
つ
変
え
て
い

く
活
動
の
で
き
る

現
地
の
人
た
ち
が
最
終
的
に
は
ベ

ス
ト
か
も
し
れ
な
い
。
少
し
で
も

そ
う
い
う
人
た
ち
を
育
て
て
い
き

た
い
。

最
後
に
リ
ー
ダ
ー
に
求
め
る
要

素
は
、
ま
ず
企
業
文
化
と
現
地
文

化
の
融
合
を
図
る
こ
と
が
で
き
る

人
、
二
つ
目
は
あ
き
ら
め
な
い
な

ど
心
の
才
能
の
あ
る
人
、
三
番
目

に
決
断
力
。
こ
の
三
つ
が
最
低
限

の
要
素
だ
と
思
う
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
1

グ
ロ
ー
ビ
ス
　
オ
ー
ガ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
　

マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

高
橋
　
亨 

氏

セ
ッ
シ
ョ
ン
2

コ
ー
チ
・
エ
ィ
　
取
締
役
社
長

鈴
木
　
義
幸 

氏

日本板硝子　取締役会議長　出原　洋三 氏

ＴＨＫ　代表取締役社長　寺町　彰博 氏

特
別
講
演

共感できる接点見いだし

価値を語れる能力が大切

要
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力

経
営
へ
の
手
法
、
融
合
に
責
務

企
業
文
化
の
理
解
、
先
決

世
界
展
開
に
顧
客
サ
イ
ド
の
心

継続的なテーラーメード

アプローチで人材育成を

企業活動の企業活動の
グローバル展開グローバル展開

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
進
む
企
業
活

動
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
。
急
激
に

厳
し
さ
を
増
す
世
界
市
場
で
新

た
な
活
路
を
切
り
開
く
に
は
、

強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
欠
か
せ

な
い
。
こ
の
ほ
ど
開
催
し
た
日
経

産
業
新
聞
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
９

「
今
、
企
業
に
求
め
ら
れ
る
グ
ロ

ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
」（
後

援
＝
経
済
産
業
省
、
協
賛
＝
グ
ロ

ー
ビ
ス
、
コ
ー
チ
・
エ
ィ
）で
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
経
営
に
取
り
組
む

企
業
ト
ッ
プ
二
人
と
、
人
材
育
成

に
当
た
る
専
門
家
二
人
が
そ
の

経
験
と
実
例
に
基
づ
い
て
、
理
想

と
さ
れ
る
人
材
像
と
育
成
法
に

つ
い
て
講
演
し
た
。


